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はじめに
　学校健診については、令和₃年₃月26日付、
文部科学省事務連絡「児童生徒等の健康診断
時の脱衣を伴う検査における留意点につい
て」を、全国の教育委員会などに発出し、生
徒や保護者等に脱衣の必要性を事前に説明す
ることを求めております。文書では「児童生
徒等のプライバシー保護や男女差等への配慮
を行い、児童生徒等の心情も考慮して実施す
ることが大切。併せて、適切、正確な診察や
検査等を実施することが重要で、疾患を発見
できず治療の機会を逸すること、ひいては学
校生活に支障をきたすことがあってはならな
い」と学校健診の意義を強調されております。
しかし、的確な聴診所見を得るため、着衣の
状態で着衣の下から聴診器を当てる聴診にお
いて、児童生徒から不適切な行為と捉えられ
たケース等が報告されています。今回、学校
健診における脱衣を伴う診察が「不快感を持
たせるような診察行為」として問題視される
事態が繰り返され、一部自治体において署名

活動に発展するなど社会問題となっているた
め取り上げることにしました。

学校健診『脱衣はイヤ』　子に配慮を広がる
署名
　2022年11月13日大阪朝刊　毎日新聞紙上に、

「『健康診断の日は学校に行きたくない』『本
当は死ぬほど嫌だった』小中学校の健康診断
が、子どもの上半身を裸にして行われている
ことに、『異性の医師に裸を見られたくない』
と保護者や児童生徒から不安の声が上がって
いる」などと掲載されました。国で統一的な
ルールがない中、下着を着用したまま実施す
る学校もあり、対応は分かれています。「着
衣での対応を求め、署名活動を始める動きも
出てきた。」との記事に対して、学校医らか
ら多様な意見が寄せられたと報じています。
　ある小児科医は、「聴診は裸の方がやりや
すいが、下着をつけたままでもできる。虐待
痕やアトピーも、下着で隠れる部分以外を見
れば良い」と話します。また、最近は学校側
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から「小中学生は傷つきやすい年代。体だけ
ではなく心の健康にも配慮したい」とのこと
で、「男子も着衣で実施して欲しい」と求め
られています。
　着衣で健診を行うことに慎重な意見もあり
ます。循環器内科医は、聴診への影響を「病
気につながる心雑音は音量がとても小さく、
騒々しい場で服の上から聴診しても聞き取れ
ない」と問題視します。また、脊柱側彎症に
おいては、思春期の女子に多く発症するため、
健診の脱衣の問題に大きく影響を与えていま
す。学校健診でブラジャーを着けたまま背中
を確認していましたが、学校健診で見落とさ
れたとして元生徒が学校側に対し控訴を起こ
すケースもあり、整形外科の専門外の学校医
にとっては大変なプレッシャーとなってお
り、国の明確なルールがない中、脱衣の必要
性の有無を科学的な根拠とともに示してほし

いという意見が多く起こっています。福島県
内の小中学校での学校健診において脱衣を伴
う検査（特に脊柱検査時）時、どのように行
われていたか、令和₃年₆月実施した学校保
健活動に関するアンケート結果より抜粋しま
した。（図₁）
　対象者は、福島県医師会所属の小中学校の
学校医（回収率：65％）。アンケートの結果
では、男女の区別がないなど不備がありまし
たが、小中学校において上半身脱衣は行わず
に実施が上半身脱衣にて実施を上回り、学年
が上がるほど脱衣は難しいと思われます。
　学校医の健診は、学校保健安全法実施規則
に沿って施行されますが、脱衣を必須とする
医学的な根拠を説明することは困難です。側
彎症検診時の視触診での見落としのリスクが
あり、過去との比較ができず記録を残せない
などの問題点が挙げられています。

図₁

福島県医師会

１．小学校での学校健診において脱衣を伴う検査（特に脊柱検査時）の対応について

（複数回答）

番号 回答 回答数 回答割合

1 上半身脱衣にて実施 106 42.9%

2 上半身脱衣は行わず実施 141 57.1%

　 合　　　　　計 247

２．中学校での学校健診において脱衣を伴う検査（特に脊柱検査時）の対応について

（複数回答）

番号 回答 回答数 回答割合

1 上半身脱衣にて実施 57 31.1%

2 上半身脱衣は行わず実施 126 68.9%

　 合　　　　　計 183

３．学校健診時の上半身脱衣について、問題になったことがありますか?

番号 回答 回答数 回答割合

1 はい 25 9.4%

2 いいえ 242 90.6%

　 合　　　　　計 267

東北各県医師会学校保健担当理事意見交換会

《学校保健活動に関するアンケートの結果について》

令和３年６月実施　

対象者:福島県医師会所属の小・中学校の学校医（回収率　６５％）
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日本医師会として文部科学省に一貫して主張
　「健診を行う学校医の義務は、正確な健診
診断を行うことであり、その環境を整えるの
は学校側（教育委員会）に責務がある。職務
を果たせない場合は、学校側はその旨に関し
て関係者の了承を得ておいていただきたい。
　服を脱がない場合、その部分の皮膚所見は
健診項目から除外し、脊柱側弯健診など十分
観察できない状況であれば、脊柱側彎症の診
断はできないことを事前に関係者に説明して
いただくとともに、できれば当該検診項目か
ら除外していただきたい。」と主張している
とのことです。

今後に向けた取り組み
　学童期及び思春期における保健施策とし
て、また学校医の主体である内科・小児科医
の負担軽減を図り、側彎症検診の被患率の格
差をなくす意味で、整形外科医の学校医参加

が一部の県では行われています。福島県内で
も、二本松市においては二人の整形外科医が
学校整形外科医として市内の23の小中学校を
担当しており、運動器検診の₂次検診受診率
も、小学校が₆割、中学校が₅割で、脊柱側
彎症も発見されているとのことです。このよ
うに整形外科医を学校医として市町村教育委
員会が採用することは、現在の学校健診では
絶対に必要な条件と考え、県医師会学校保健
委員会として要望したいのですが、ほとんど
の市町村教育委員会は、前例がないとのこと
で要望を受け入れないと考えます。福島県教
育庁の強い指導がなければ進まないので、今
後強く福島県教育庁健康教育課へ要望してい
きたいし喫緊の課題と認識しております。
　文部科学省は、現在の脊柱側彎症検診に対
する内科健診に対し補助検査機器の導入を考
えています。従来モアレによる検診が行われ
てきた地域もありましたが、最近は₃次元で
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図₃

の評価が可能な検査機器も発売されました。
再現性・客観性・データ保存性の面で有効と
考え、昨年度から検査器導入による全国均一
な、客観的根拠に基づいた健診を導入できる
ように、「『脊柱側彎症検診に関する調査研究
事業』における脊柱側彎症機器検診に関する
調査と機器検診モデル事業実施自治体の公募
について」を発出しました。福島県からは二
本松市教育委員会が公募に参加しましたが、

選考から外れてしまいました。（図₂）
　最後に、現時点の内科健診においては、令
和₃年₃月26日文部科学省事務連絡「児童生
徒等の健康診断時の脱衣を伴う検査における
留意点について（別紙）」（図₃）に基づき、
発達段階を踏まえ児童生徒のプライバシー等
に配慮しながら遵守して実施していただきた
くお願い致します。


